
絵踏み                                  2025.1.9.  

 1587 年豊臣秀吉は「伴天連追放令」を出し、カトリック司祭らを国外追放としました。その

10 年後、日本人キリシタン 20 名、宣教師 6名を長崎で磔刑に処しました。キリスト教を排斥す

る第一の理由は、秀吉が追放令の最初に「日本ハ神國たる處、きりしたん國より邪法を授候儀、

はなはだもって不可然候事」と記したように、天照大神を祖先神とする天皇を頂く朝廷の意向が

ありました。幕府は朝廷の権威の下に立つしかありません。また、戦乱の明け暮れの中で、農民、

一般民衆は一向宗（浄土真宗）への信仰、信頼を持ち始め、彼らの熱意は、公儀に背き、団結し

て、一揆を頻発する動きとなりました。島原の乱がありましたが、キリシタンの団結は一向宗の

もの以上であろうと危険視されたと思われます。最終的には肥前国（長崎県）の大名・有馬晴信

がキリシタンとなり、キリスト教を非常に保護し、自らの領地をイエズス会に寄進するなど、外

国との領土問題での軋轢が生じたことでした。 

秀吉の没後、徳川家康は 1603 年江戸幕府を開き、1612 年「キリシタン禁教令」を発布しま

した。その頃国内の信徒数は 20 万～40 万人と推測されています。幕府は 1619 年禁教令の「高

札」を出し、信徒摘発に臨みました。棄教させ、宗門人別改帳に記録し、社寺に所属させました。

更に、信仰を隠しているものを発見するために、1629 年「絵踏み」という、全国一斉探索を実

施し始めました。「絵踏み」は正月の年中行事となり、長崎を皮切りに、やがて全国各地で行わ

れました。キリストや聖母子像を描いた布、板、銅板等の「絵」を踏む者は、キリシタンではな

いと認められたのです。1873 年禁制が廃されるまで、キリシタンとして密告された人、絵踏み

をしなかった人は、捕縛され、およそ 20 万人が殉教したと推測されています。 

 

 左図は夫の母教会である杵築教会に保存されている

「踏み絵」のコピーです。寛永 13 年（1636 年）、栄福寺と

あり、「踏まざる者は獄門の事」と但書があります。杵築

は大友宗麟の膝下ですから、かなりのキリシタンがいた

でしょう。右図は澤田美喜記念館所蔵の「踏み絵」で、

いつ、どこで発見されたかは不明となっています。下図

は尾竹国観《絵踏》（1908 年作）です。息子の妻が私の関心  

を知り、泉屋博古館東京での展覧会の折に、買ってきてくれました。人々の表情が見事です。 

 


